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１．はじめに 

光路長差の異なる多数のマッハ・ツｴンダー干渉計（MZI）から構成される MZI アレイ分光器

は、光通信ネットワークシステムや医療関連への応用が期待される[1]。前回我々は、ＭＺＩに発

生する位相誤差を簡便に測定する方法として、炭酸ガスレーザ照射法を提案した[2]。今回、当該

方法によって得られたＭＺＩの位相誤差の値を、位相測定の標準的な測定法である低コヒーレン

ス干渉技術[3]を用いて得られた測定値と比較したので、結果について報告する。 

２．実験系と結果 

光学ベンチ上に組まれた炭酸ガスレーザ照射系に FSR=625 GHz である MZI アレイを設置した。

波長λ=1555.7 nm の CW レーザ光を各 MZI に入射させ、炭酸ガスレーザの照射にともなう出力光

パワーの変化から位相誤差を計算した[2]。次に、ＭＺＩアレイを照射系に設置したまま、低コヒ

ーレンス干渉計でも位相誤差を測定した。干渉計は照射系とは別の光学ベンチに構築されていた

ので、各ＭＺＩの入出力端と干渉計のサンプル側アームにおける入出力ポートをそれぞれ約２０

ｍの光ファイバーで接続した。干渉計の参照側アームの光路長を変化させ、このときに発生する

インターフェログラムにフーリエ変換を施すことにより各ＭＺＩの位相誤差を導出した[3]。図２

は、アレイを構成する３１台のＭＺＩの位相誤差をこれら二つの方法で測定した結果を示す。図

より、全てのＭＺＩについて、両測定値は 0.07rad 以内で一致することが分かった。 

３．まとめ 

炭酸ガスレーザ照射法でも、MZI の位相誤差を 0.07rad 程度の精度で測定できると考えられる。 
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図２ ＭＺＩの位相誤差測定値の比較 

Phase error values measured by using the CO2 laser 

irradiation and optical low coherence interferometry 

図１ MZI アレイへの炭酸ガスレーザ照射 

CO2 laser irradiation on the waveguide of a MZI 
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